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2023 SUMMER !

自分の投球を取り戻した庄司は、７回８回と相手打線を三者凡退に打ち取る完璧なピッチング。９
回は１アウトからエラーで出した走者を犠打で送られ２アウト２塁のピンチとなりましたが、落ち
着いてショートゴロに打ち取り、山本がさばいてチェンジ。さあ、サヨナラの舞台が整いました。

続く７回も先頭の６番菊池が、相手投手のスライダーを上手くセンター前へ。７番谷田部がきっち
り送り１アウト２塁のチャンスをつくるも得点ならず。さらに８回も、先頭１番中嶋がフルカウン
トから三遊間を破り０アウト１塁。前の打席でライトオーバーの鷹野に強攻策のサイン、芯で捉え
たものの野手の正面となり、ゲッツーを喫します。残念。
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０アウト１・２塁から始まるタイブレーク。７.８.９回と安定した投球を見せてきた庄司ですが、走
者２人を置いてのプレーボールとなります。その初級をレフト前へ運ばれますが、相手の走塁ミスで
２走を三本間の挟殺で１アウト１.2塁。犠打で２アウト２.3塁。しかし、ここでまた魔物が現れてし
まいます。相手３番の打球を凡打に打ち取ったその力のないバウンドは、投手庄司の頭上に大きく跳
ね、それを取ろうと腕を伸ばすもそのグラブの先をはじいて転々とし、１点を奪われます。2-3

９回裏、先頭の４番山本は外角高めのストレートをジャストミート、しかしライトライナーで１ア
ウト。次の茂又が死球で出塁後右足を負傷し臨時代走に山本。バッターは６番菊池。２球目にエン
ドランを仕掛け、スイング間に山本が２盗を決め１アウト２塁。前の打席で好打している菊池にサ
ヨナラのチャンスが来ました。応援団もヒートアップ！その大声援を背に渾身の一振りをします。
しかし、芯で捉えた打球は１塁手へ足元ギリギリのライナー。２走山本が反転して帰塁するも間に
合わず併殺。抜けていれば間違いなくサヨナラ、残念。タイブレークへ。

均衡が崩れるとさらに魔物が暴れ連打を許し、２年大金を投入するも古河三へ傾いた流れは止めら
れず、この１０回古河三に内野安打を含む６安打で６失点、2-8と大きくリードされます。
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２０２３年の夏が終わりました。４年ぶりの大声援の中、３年生を中心に全員がひとつになり、
勝利を目指して最後まで力の限りプレーしました。３年生にとっては最後の夏でしたが、校歌を高
らかに歌うことは出来ませんでした。遥かなる「甲子園」を最大の目標にして戦った選手権大会の
試合時間は２時間２９分。しかし、この試合だけが、この時間だけが「高校野球」だったのではあ
りません。仲間とともにひたすら白球を追い続けてきた２年４か月の全てが「高校野球」であり、
それこそが一生輝き続ける「心の甲子園」だと思います。応援してくれた全ての方々に心から感謝
し、苦楽を共にした仲間をずっと大切にし、そして、ここまで高校野球をやり切ったことを人生の
糧にして、次の目標に向かって力強く歩み出してください。太田一高野球部の誇りを胸に！

がんばれ、太田一高！

１０回表に2-8と大きくリードされた太田一高は、全員の力を集結させ、０アウト１．２塁からス
タートです。先頭の副主将７番谷田部は、冷静に球を見極め四球を選び０アウト満塁、最後の粘り
を見せます。１アウト後、９番の大金は２ボールからのストレートをセンターに距離充分の犠飛を
放ち、代走の樫村がタッグアップで生還して１点を返します。3-8。しかし反撃もここまで、大逆
転という全員の思いも叶わず、無情にも試合終了のサイレンが鳴りました。

【2回戦】 古河三高 １００ ００１ ０００ ６ ８

太田一高 ０００ ００２ ０００ １ ３
（１０回タイブレーク）
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３年生、最後までよくやったぞ！ お疲れ様でした。

青龍團、吹奏楽部、生徒会、応援サポーター、全校生徒のみんな、
そして父母の会の皆様、熱い応援を本当にありがとうございました！

青龍團

応援サポーター生徒会

吹奏楽部


